



































































































































































































































































いたが、現在はお彼岸の中日に 1 日だけ行われている。彼岸会法要では 3 色のおはぎが参加者に
ふるまわれる。 
【蓮如忌】 
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今回の法話は「至心」と「信 写真4：法話の様子（2014年11月16日 筆者撮影） 
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楽」についてだった。至心とは仏様の真心で、仏様が我々を思う心である。信楽とは頭を下げるこ
とである。我々は煩悩持ちながら生きている。そのような中で人間が自然と頭が下がる場所は仏
壇やお墓である。そしてありがとうと感謝の念を抱いた時、すみませんと反省の念を抱いた時に
も自然と頭が下がる。素直な気持ちを忘れないことの大切さを、具体的なお話を交えながらだっ
たので、法話を聞くことが初めての私でも理解しやすかった。 
法話が終わった後、カセットテープから音源を流し、参加者全員で真宗宗歌、恩徳讃を斉唱し
た。初めて聞いたが、とても歌いやすく親しみやすい曲調であった。 
歌い終わったあと、門徒総代が写真5の先端に網がついた棒でお金を集めていた。 
報恩講終了後隣に座っていたおばあちゃんによると、「今回は男性参加者が少ないが、夏の時は
男性の人もたくさん来ていた。参加者はこの地域の方が多い」そうだ。隣に座っていたこのおば
あちゃんは鵜島地区の方ではなく、報恩講に参加するために鵜島地区外から来られたそうだ。 
報恩講終了直後、お寺の方から、仏飯（仏様におそなえしたご飯）と奥さんが作ってくれたしょ
うばんとお茶がふるまわれた。仏飯は一口ずつ箸で食べ隣の方にまわした。しょうばんは 3 種類
の料理が一人ずつ小皿に取り分けられて配られた。そしてこれらを食べ終わった方から順次お寺
を後にして帰っていった。その際、お寺の方々は最後の一人になるまで見送られていた。 
報恩講に参加する前は、固い感じなお寺の行事であると思っていたが、実際に 1 日参加してみ
てとても和やかな感じをうけた。お斎の料理作りの時は担当地域の門徒方々が和気あいあいと談
笑しながら料理を作っていたのが印象的だった。またお斎の時、お勤めが始まる前など隣同士で
世間話をしていたのが印象的だった。このように鵜島地区という大きなくくりで大勢の方々が集
まれる機会は実際には少ないのではないかと思った。だからこそそれぞれの地域ごとの情報共有
の場としての役割を果たしているのではないだろうか。 
 
6．考察 
 
聞き取りをしていく中で覚性寺、真清寺、金相寺において共通している問題点がいくつか見え
写真 5：お金を集める棒 
（2014年11月16日 筆者撮影） 
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てきた。それは過疎化や高齢化が進む地域ではどこでも考えられることである。 
 高齢化や過疎化が進み、鵜島地区でも無縁墓の増加や門徒の減少等様々な問題が起きていた。
門徒減少によって昔のように積極的にお寺の行事が行えずまた、門徒も高齢化によってなかなか
お寺の行事に参加できなくなってきているのが現状である。このことは鵜島地区全体での交流の
場の減少、すなわちコミュニティの消失にもつながっていると考えられる。コミュニティの消失
とは最終的には住民の孤立や伝統の継承が途絶えるなどの問題も発生してくると考えられる。 
 こういった状況の背景にあるのは若者の流出と無信教化があると私は考える。まず若者の流出
だが、地域に働き口がないために若者は職を求めて都会へ行ってしまう。そのために過疎化や少
子高齢化が顕著に表れてきていると考えられる。次に若者の無信教化だが、自分の家の宗教に関
心がなく結果的に信仰がないがゆえにお墓参りなどに来なくなっているのではないかと私は考え
る。このような背景から無縁墓が増加していっているのではないだろうか。 
 
7．おわりに 
 
 今回の調査においてお寺が地域に根付いていることが垣間見えた。また地域の門徒の方々もお
寺の行事を通して交流し、結び付きを強めていると感じた。 
 最後に今回調査に協力していただいた皆様に感謝の言葉を述べさせていただきます本当にあり
がとうございました。 
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